
- 5 -

黒毛和種経産牛への粗飼料及び濃厚飼料の給与による

肥育及び枝肉成績，肉質分析の比較検討

東山雅人・北田寛治・大西慎二・福見善之

要 約

食肉市場へ出荷された黒毛和種経産牛は，粗飼料主体で飼養されており，歩留等級や肉質等級が

低く，安価で取引されている背景から，県内和牛繁殖農家の経営が圧迫され，黒毛和種繁殖雌牛の

増頭対策が推進される昨今において優良繁殖牛群整備の弊害となる一要因と考えられる。そこで，

県内和牛繁殖農家の収益向上による和牛生産基盤の強化を図るため，黒毛和種経産牛6頭（平均月

齢135.7±12.0，産次6.3±1.0）に193日又は215日間の1日増体量(DG)を0.83kgとし，TDNの充足率1

00～110%，高蛋白質による肉量の増加を狙い，CPの充足率が235%になるように粗飼料及び濃厚飼料

を給与し，飼料摂食量，肥育成績，枝肉成績，肉質分析及び収益を比較検討した。その結果，1頭

， ，当たりの粗飼料及び濃厚飼料摂食量は469.8kg及び1803.9kgとなり 出荷時点のDGは1.01±0.19kg

枝肉成績はB-1が4頭及びA-2が2頭であり，未肥育5頭の枝肉成績は全頭C-1であった。次に，供試牛

4頭及び交雑種6頭の肉質分析を比較した結果，供試牛4頭の脂肪融点，食感に係る項目のうちTende

rness(やわらかさ),Brittleness(もろさ)は有意に高くp<0.05)，Pliability(しなやかさ)は有意に

低くなり（p<0.05 ，Toughness(噛みごたえ)，水分，脂肪，加熱損失及び剪断力価は同程度であっ）

た。さらに，供試牛及び未肥育の黒毛和種経産牛の枝肉売却に係る収益を比較した結果，1頭当た

りの収益差額は供試牛が高くなり，71，203円の増収が見込まれた。これらのことから，黒毛和種

経産牛6頭に1日増体量(DG)を0.83kgとし，193日又は215日間，肥育した結果，未肥育と比較し，歩

留等級は1等級以上向上するとともに，増収が見込まれることが示唆されたが，肉質や食感は交雑

種より低くなる傾向が認められることから，栄養充足率に加えて分解性蛋白質や非線維性炭水化物

のバランスを併せた更なる検討が肉質等の改善に必要であると考えられた。

目 的

現在，黒毛和種を取り巻く状況は，高齢化等に

よる離農が進み，平成22年4月の口蹄疫及び翌年3

月の東日本大震災の発生に伴い，繁殖雌牛頭数の

減少に歯止めがかからず，繁殖基盤の脆弱化が危

惧されている 。そのため，国においては，平
１）

成27年3月に示された畜産再興プランの最重要課

題の一つとして，黒毛和種繁殖雌牛の増頭対策を

推進している 。本県では畜産クラスター事業
１）

における和牛受精卵の活用を推進し，優良後継雌

牛の積極的な確保に取り組んでいるところであ

り，今後，県内和牛繁殖農家における優良繁殖牛

群の整備が期待される状況にある。

一方，旧系統，老齢，長期不受胎等の理由から

繁殖牛としての役割を終えた黒毛和種経産牛は，

食肉市場へ出荷されるが，粗飼料主体で飼養され

ているため，歩留等級や肉質等級が低く，安価で

取引されていることから ，県内和牛繁殖農家の
2）

経営を圧迫するとともに，優良牛群の整備の弊害

になり得ると考えられる。

そこで，県内和牛繁殖農家の収益向上による和

牛生産基盤の強化を図るため，黒毛和種経産牛に

粗飼料及び肥育後期配合飼料等を含む濃厚飼料を

給与し，一定期間肥育することにより，肥育及び
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， 。枝肉成績 肉質分析と収益について比較検討した

材料および方法

1)供試牛及び供試期間

当課繋養の黒毛和種経産牛6頭を供試した。こ

のうち，4頭は平成27年7月1日から平成28年2月1

日までの215日間，2頭は平成28年7月1日から平成

29年1月10日までの193日間を供試期間とし，県内

のと畜場に出荷した。

2)飼料給与及び飼養管理

日本飼養標準肉用牛(2008年版)の肉用種雌牛の

肥育に要する養分量を用い，供試期間における1

日増体量(DG)を0.83kgに設定し，TDNの充足率が1

00～110％及びCPの充足率が235%になるように，

イタリアンライグラスストロー及び肥育後期配合

飼料(TDN 73.0%以上，CP12.0%以上)，大豆粕，圧

片コーンを添加した濃厚飼料の1日量を朝夕に半

量ずつ給与し，供試牛1頭毎にドアフィーダーに

よる飼料給与の個体管理を行った。給水はウォー

ターカップによる自由給水とし，鉱塩は自由舐塩

とした。飼養は1牛房(24.0㎡)に3頭1群とし，敷

料にはオガクズ(0.2t)を使用し，毎月1回，交換

した。

3)試験項目

飼料摂食量は，供試牛6頭の試験開始から出荷

時までの間，毎日，1頭毎に飼料給与量から残食

量を差し引くことにより算出し，30日間毎におけ

る1頭当たりの飼料給与量及び摂食量の平均値を

用い，給与量及び摂食量の推移を比較検討した。

体重及び胸囲は，6頭の供試期間中において概

ね1ヶ月毎及び出荷時に測定し，出荷までの間に

おける(193日又は215日)1頭当たりの平均1日増体

量(DG)を算出するとともに，体重及び胸囲の推移

を調査することにより，1頭当たりの飼料の総給

与量と総摂食量や肥育成績を比較検討した。

枝肉成績は，牛枝肉取引規格に基づき，公益社

団法人日本食肉格付協会徳島事業所が行った歩留

及び肉質等級，枝肉重量，歩留及び肉質に係る項

目について，供試牛6頭を試験区及び未肥育の黒

毛和種経産牛5頭を対照区として1頭当たりの枝肉

成績に係る項目の平均値を比較検討した。

肉質分析は，と殺後8～9日間，供試牛4頭から1

頭毎に真空包装で冷蔵保存の胸最長筋を含むブロ

ック肉から検体を採取し，独立行政法人家畜改良

センター食肉の理化学分析及び官能評価マニュア

ルに準拠し，水分，脂肪，加熱損失，脂肪融点，

剪断力価を測定するとともに，TENSIPRESSER(タ

ケトモ電気製)により食感に係るTenderness(やわ

らかさ) Pliability(しなやかさ) Toughness(は， ，

ごたえ)，Brittleness(もろさ)について，試験区

として供試牛4頭の各項目の平均値，対照区に平

成27年度アグリサイエンスゾーン創出事業で行わ

れた交雑種6頭の同項目の平均値を用い，肉質分

析結果を比較検討した。収益は，試験区を供試牛

6頭，対照区を未肥育の黒毛和種経産牛5頭とし，

1頭当たりの枝肉単価，と畜場経費を差し引いた

売却金額，肥育に要した飼料費，敷料費から算出

することにより行い，比較検討した。

飼料費の算出はイタリアンライグラスストロー

及び肥育後期配合飼料，大豆粕，圧片コーンの当

課購入価格を基に行った。

，統計解析は肉質分析項目についてt検定を行い

p<0.05の場合には有意差有りとした。

結 果

(1)飼料給与量，摂食量及び肥育成績

飼料給与量及び摂食量の推移を（図1 ，体重及）

び胸囲の推移を（図2 ，飼料給与量，摂食量及び）

肥育成績を（図3）に示す。黒毛和種経産牛6頭の

試験開始における平均月齢は135.7±12.0，産次

は6.3±1.0であった。今回，黒毛和種経産牛6頭

に193日又は215日間のDGを0.83kgに設定し，TDN
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の充足率が100～110%及びCPの充足率が235%にな

るように粗飼料及び濃厚飼料を給与した結果，イ

タリアンライグラスストローの給与量及び摂食量

はともに一定で推移した。一方，供試期間中の濃

厚飼料の最大給与量は試験開始から90日における

10.25±0.61kgであり，最大摂食量は120日で9.90

±0.38kgであった。また，90日から150日におけ

る濃厚飼料の平均給与量は10.03±0.12kg，平均

摂食量は9.58±0.18kgであり，ほぼ一定で推移し

ていた。しかし，150日以降，給与量及び摂食量

は低下し，供試期間中の最小給与量は210日で8.3

2±2.2kg，摂食量は210日における7.32±1.76kg

であった。体重及び胸囲は，試験開始時が446.8

±11.3kg，183.3±2.2cmであり，試験開始から6

ヶ月までともに増加し，体重が645.9±19.2kg，

胸囲が212.7±2.8cmとなった。試験開始から7ヶ

月における体重は642.5±27.5kg，胸囲は212.8±

4.5cmであり，6から7ヶ月における体重及び胸囲

の平均値はほぼ一定で推移したが，この間の体重

及び胸囲や180日以降における濃厚摂食量の標準

偏差は大きくなった。さらに，供試期間における

1頭当たりの総給与量は粗飼料が528.5kg，濃厚飼

料が1925.3kgで摂食量は469.8kg，1803.9kgとな

り，6頭の出荷時における平均体重は661.2±21.4

kgで供試期間中のDGは1.01±0.19kgであった。

図1．飼料給与量及び摂食量の推移(平均値±標準偏差) 図2．体重及び胸囲の推移(平均値±標準偏差)

表1．飼料給与量，摂食量及び肥育成績(平均値±標準偏差，総給与及び摂食量は平均値)

(2)枝肉成績及び肉質分析結果

枝肉成績を（表2-1）に示す。試験区分は供試

牛6頭を試験区，肥育後期配合飼料及び大豆粕を

給与していない未肥育の黒毛和種経産牛5頭を対

照区とした。今回，黒毛和種経産牛6頭に193日又

は215日間のDGを0.83kgに設定し，TDNの充足率が

100～110%及びCPの充足率が235%になるように粗

飼料及び濃厚飼料を給与し，枝肉成績を比較した

結果，試験区の歩留及び肉質等級はB-1が4頭，A-

2が2頭で対照区の歩留及び肉質等級はC-1が5頭で

あった。また，枝肉成績において試験区に増加が

見受けられた項目は，枝肉重量，胸最長筋面積，

ばらの厚さ，皮下脂肪の厚さ，歩留基準値，BMS

No.，脂肪交雑等級，BCS No.，BFS No.であり，

， ， 。対照区で高い項目は BCS No. BFS No.であった

肉質分析結果を（表2-2）に示す。試験区は215

日間のDG0.83kgに設定し，TDNの充足率が100～11

0%及びCPの充足率が235%になるように粗飼料及び
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濃厚飼料を給与した黒毛和種経産牛4頭，対照区

は平成27年度アグリサイエンスゾーン創出事業で

行われた交雑種6頭の分析結果を示す。交雑種6頭

の枝肉成績はB-3が4頭，B-2が1頭，C-2が1頭であ

。 ， ，った 両区間で有意差を認めた項目は 脂肪融点

Tenderness，Pliability，Brittlenessであり，

水分，脂肪，加熱損失，剪断力価及びToughness

に有意差は認められなかった。

収益の比較を（表3）に示す。試験区は193日又

は215日間のDG0.83kgに設定し，TDNの充足率が10

0～110%及びCPの充足率が235%になるように粗飼

料及び濃厚飼料を給与した黒毛和種経産牛6頭，

対照区は肥育後期配合飼料及び大豆粕を給与して

いない未肥育の黒毛和種経産牛5頭とし，収益を

比較した。

この結果，試験区における1頭あたりの平均枝

肉単価，売却金額はともに増加した。試験区の収

益は，売却金額から1頭当たりの肥育に要した飼

， ， ，料費及び敷料費を差し引くと 132 736円となり

対照区の収益の61，533円と比較すると，試験区

において1頭当たり71，203円の増収が見込まれる

結果となった。

表2-1.枝肉成績(平均値±標準偏差)

表2-2.肉質分析結果(平均値±標準誤差)

表3.収益の比較
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考 察

黒毛和種経産牛は，繁殖に供用されている間，

配合飼料多給による過肥や繁殖障害を避けるため

に乾牧草主体で飼養されており，肥育せずに出荷

すると，歩留の低さ，肉食の濃さ及び黄色脂肪の

。強さなどの商取引上の問題が指摘されている２）

黒毛和種経産牛の肥育技術に関しては，尾野ら

の一産取肥育牛のDGが0.83kgで未経産肥育牛と枝

肉成績が同程度であったこと ，斉藤らは黒毛３）

和種経産牛を6～9ヶ月間肥育により枝肉成績が向

上することを報告している 。これらの報告を４）

基に，本試験では，黒毛和種経産牛6頭の肥育期

間を193日又は215日間とし，期間中のDGを0.83kg

に設定するとともに，TDNの充足率が100～110%，

高蛋白質による肉量を増加を目的とし，CPの充足

率が235%になるようにイタリアンライグラススト

ロー及び肥育後期配合飼料(TDN 73.0%以上 CP12.，

0%以上)，大豆粕，圧片コーンを添加した濃厚飼

料を給与した結果，斉藤らの黒毛和種経産牛肥育

における濃厚飼料給与量の推移とほぼ同じ推移を

示した 。しかし，本試験における濃厚飼料摂４）

食量は肥育が進むにつれて低下しており，第一胃

内のpHの推移を調査していないため，推測の域に

留まるが，これは非線維性炭水化物に富む圧片コ

ーンにより第一胃内が酸性化し，第一胃運動が抑

制され，濃厚飼料摂食量の低下に繋がったと考え

られる。また，肥育成績では，出荷時におけるDG

が1.01±0.19kgとなり，飼料設計に用いた0.83kg

を上回る結果であったが，一方で枝肉成績におい

ては，歩留基準値が73.3±0.5cm で牛取引規格の2

歩留等級がA等級の基準値を満たしていたにもか

かわらず，胸最長近周囲の筋間脂肪の相対的な厚

さからB等級に格下げされた供試牛が4頭となり，

枝肉の脂肪蓄積量が多いことが示唆された。坂下

らは，二代粗まで同一系統の黒毛和種去勢肥育牛

の肥育中期においてTDN摂取量を制限した肥育牛

のDGと枝肉の脂肪蓄積量との関係を明らかにし，

増体量が多く飼料効率の優れる個体では，枝肉の

脂肪蓄積量が多くなることを報告しており ，５）

今後，黒毛和種経産牛の肥育において，脂肪蓄積

量を下げ，歩留等級を向上させるには，歩留等級

の栄養充足率の制限や系統を考慮する必要がある

と考えられた。一方，肉質等級が1等級であった

供試牛4頭と肉質等級が2等級以上であった交雑種

6頭の肉質分析結果では 脂肪融点 Tenderness(や， ，

わらかさ),Brittleness(もろさ)，Pliability(し

なやかさ)の項目に有意な差があり，本試験の供

試牛と比較して，2等級以上であった交雑種の胸

最長筋は口溶けがよく，食感に優れていることが

明らかとなり，肉質等級と食感との間に関連があ

ることが示唆された。黒毛和種への濃厚飼料給与

が歩留や肉質に与える影響については，嶋澤らが

黒毛和種雌牛の肥育後期(53～78週)に分解性蛋白

質及び非線維性炭水化物の割合が高い濃厚飼料を

給与し，皮下脂肪厚は変わらず，枝肉重量が増加

するとともに，脂肪交雑が向上する傾向にあると

し ，一方で岡らは肥育後期（21～32ヶ月齢）６）

の黒毛和種去勢牛に非線維性炭水化物濃度を3区

間に分け，給与した結果，3区間における脂肪交

雑には差がなかったと報告しており ，飼料エ７）

ネルギーの摂取効率を最大にするにはエネルギー

に見合った分解性蛋白質が必要であるとされてい

ることから ，蛋白質過剰であった点が歩留及８）

び肉質等級の向上に至らなかった大きな要因と考

えられる。今回，黒毛和種経産牛6頭に193日又は

215日間，粗飼料及び高蛋白質の濃厚飼料を給与

した結果，未肥育の経産牛と比較し，歩留等級が

1等級以上向上することにより，71，203円の増収

が見込まれることが示唆されたが，収益は市場動

向に大きく左右されることがあり，経営安定化に

は黒毛和種経産牛の肥育における歩留，肉質等級

及び食感の向上に栄養充足率や分解性蛋白質及び

非線維性炭水化物のバランスを併せた更なる検討
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が必要であると考えられた。
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